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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第４区分
【発行日】令和3年2月4日(2021.2.4)

【公開番号】特開2019-154134(P2019-154134A)
【公開日】令和1年9月12日(2019.9.12)
【年通号数】公開・登録公報2019-037
【出願番号】特願2018-37185(P2018-37185)
【国際特許分類】
   Ｈ０２Ｍ   1/08     (2006.01)
   Ｈ０３Ｋ  17/16     (2006.01)
   Ｈ０３Ｋ  17/56     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０２Ｍ    1/08     　　　Ａ
   Ｈ０３Ｋ   17/16     　　　Ｆ
   Ｈ０３Ｋ   17/56     　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】令和2年12月18日(2020.12.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　半導体パワーデバイスのオン・オフを制御するゲートドライバであって、第１の切替素
子と、第２の切替素子と、を有し、前記第１の切替素子がオンの場合に前記半導体パワー
デバイスをオンにする電源に出力端子が接続され、前記第２の切替素子がオンの場合に前
記半導体パワーデバイスをオフにする電源に出力端子が接続される駆動回路を複数有する
前記ゲートドライバと、
　並列に接続された複数の前記駆動回路に対して、前記各駆動回路における第１の切替素
子および第２の切替素子のいずれか一方をオンにし且つ他方をオフに制御する制御部であ
って、前記半導体パワーデバイスをオンとオフとの間で切り替える場合に発生するサージ
電圧およびスイッチング損失の少なくとも一方に基づいて、前記ゲートドライバの中に複
数ある前記駆動回路の切替素子をオンにする個数を時間経過に応じて制御する制御部と、
　を備えたことを特徴とするゲート駆動装置。
【請求項２】
　前記半導体パワーデバイス内部の配線に起因する寄生インダクタンスにより発生する前
記サージ電圧およびスイッチング損失の少なくとも一方に基づいて、前記ゲートドライバ
の中で複数ある前記駆動回路の切替素子をオンにする個数を時間経過に応じて制御する制
御部、
　を備えたことを特徴とする請求項１に記載のゲート駆動装置。
【請求項３】
　前記半導体パワーデバイスの周辺の回路の配線に起因する寄生インダクタンスにより発
生する前記サージ電圧およびスイッチング損失の少なくとも一方に基づいて、前記ゲート
ドライバの中で複数ある前記駆動回路の切替素子をオンにする個数を時間経過に応じて制
御する制御部、
　を備えたことを特徴とする請求項１または２に記載のゲート駆動装置。
【請求項４】
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　前記半導体パワーデバイスの切り替えの後に発生する電圧の振動に基づいて、前記ゲー
トドライバの中で複数ある前記駆動回路の切替素子をオンにする個数を時間経過に応じて
制御する前記制御部、
　を備えたことを特徴とする請求項１ないし３のいずれかに記載のゲート駆動装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　前記技術的課題を解決するために、請求項１に記載の発明のゲート駆動装置は、
　半導体パワーデバイスのオン・オフを制御するゲートドライバであって、第１の切替素
子と、第２の切替素子と、を有し、前記第１の切替素子がオンの場合に前記半導体パワー
デバイスをオンにする電源に出力端子が接続され、前記第２の切替素子がオンの場合に前
記半導体パワーデバイスをオフにする電源に出力端子が接続される駆動回路を複数有する
前記ゲートドライバと、
　並列に接続された複数の前記駆動回路に対して、前記各駆動回路における第１の切替素
子および第２の切替素子のいずれか一方をオンにし且つ他方をオフに制御する制御部であ
って、前記半導体パワーデバイスをオンとオフとの間で切り替える場合に発生するサージ
電圧およびスイッチング損失の少なくとも一方に基づいて、前記ゲートドライバの中に複
数ある前記駆動回路の切替素子をオンにする個数を時間経過に応じて制御する制御部と、
　を備えたことを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　請求項２に記載の発明は、請求項１に記載のゲート駆動装置において、
　前記半導体パワーデバイス内部の配線に起因する寄生インダクタンスにより発生する前
記サージ電圧およびスイッチング損失の少なくとも一方に基づいて、前記ゲートドライバ
の中で複数ある前記駆動回路の切替素子をオンにする個数を時間経過に応じて制御する制
御部、
　を備えたことを特徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　請求項３に記載の発明は、請求項１または２に記載のゲート駆動装置において、
　前記半導体パワーデバイスの周辺の回路の配線に起因する寄生インダクタンスにより発
生する前記サージ電圧およびスイッチング損失の少なくとも一方に基づいて、前記ゲート
ドライバの中で複数ある前記駆動回路の切替素子をオンにする個数を時間経過に応じて制
御する制御部、
　を備えたことを特徴とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００１５】
　請求項４に記載の発明は、請求項１ないし３のいずれかに記載のゲート駆動装置におい
て、
　前記半導体パワーデバイスの切り替えの後に発生する電圧の振動に基づいて、前記ゲー
トドライバの中で複数ある前記駆動回路の切替素子をオンにする個数を時間経過に応じて
制御する前記制御部、
　を備えたことを特徴とする。
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